
市政だより　浪速区版（６） 毎週金曜日（祝日は除く）は、午後７時まで住民情報担当・保険年金担当・保健福祉担当の一部業務窓口を時間延長しています。
詳しくは総務担当（☎6647-9625　　6633-8270）まで。

広報紙なでしこ

12月 22日（火）
午前11時10分～正午

日東小学校内高架下

中央図書館自動車文庫
☎6539‒3305

移動図書館　
まちかど号巡回日

浪速区敷津西1‒5‒23　☎6632‒4946　　6632‒4973

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
◆

年末年始の休館のお知らせ

　12月28日（月）～1月4日（月）
まで、休館させていただきます。
　返却ポストは、12月27日（日）
午後５時～１月５日（火）９時ま
で使えませんので、開館してから
お返しいただくようご協力おねが
いします。
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■読書会　12月 24日（木）　午後２時30分～４時30分
｢ボクの町｣　乃南　アサ著

　テキストは図書館でご用意します。
■図書展示　1月 5日（火）～２月28日（日）まで
　「経済にかんする本」展と題して、経済についてわかりやす
く書かれた本を展示します。

■ガラスケース展示　1月 5日（火）～1月31日（日）まで
　「なにわ絵画造形クラブ作品展」を展示しています。

平成20年度 浪速区取組み方針
自己評価（抜粋）

区民の皆さまが住みやすい、これからも住み続けたいと思えるようなまちづくりを進めていくため
に、浪速区役所では昨年度次のような項目に取組み、その実績と自己評価をまとめました。

取組み項目 具体的取組みと成果 取組み実績を踏まえた自己評価
Ⅰ　区民のみなさん、企業、官公署などとの協働による課題の解決
１ 区民との協働による落書
き一斉消去事業

２ なにわの日事業

３ 親水空間の利用による三
区まちづくり事業

４ 子育て支援事業

５ 災害時要援護者支援事業
等

６ 自転車対策事業

１ 広報紙発行事業

２ ホームページ運営事業

３ 人権啓発推進事業

４ 区民まつり・コンサート・
スタンプラリー事業

５ 地域福祉アクションプラ
ン推進支援事業

１ 広報紙・ホームページか
らの広告収入

２ 毎週金曜日は午後７時ま
で窓口延長を、第４日曜日
及び年度当初・年度末の日
曜日は午前９時から午後５
時30分まで開庁する

●“なにわ落書き一掃だ”デー実行委員会総会を開催。参加者 100名。（20年 6月）
●区内全地域において、地域住民・企業・官公署や子どもの参加による“なにわ落書
き一掃だ”デーを実施。参加者 650名、落書き消去数 700箇所。（20年 7月）
●７月を「なにわの日」月間として捉え、区内各地で多彩な催しによる「なにわの日」事
業を実施。実行委員会による横断的な取組みが参加者数の増に繋がり、26のイベン
トを開催。（20年 7月）
●西・大正・浪速の3区のわがまち会議メンバーによる実行委員会が協議を重ね、横
断的なネットワークを活用し、～川が結ぶ人とまち～「三区物語」を大正橋付近で開
催。（20年 9月）
●区役所4階に「子育てつどいのひろば」を開設し、子育て中の親子の交流の場を提供。
20年 6月30日～ 21年 3月31日で参加者数 1,470 組 1,640 名参加。
●「子育て講座」を2回実施。（20年 10～ 12月、21年 1～ 3月）
●「親子フェスタ」を3回実施。（20年 7・10月、21年 3月）
●子育て支援ネットワーク会議から子育て支援情報「なにわっ子ネット」を毎号 1,100
部発行。（20年 4・7・10月、21年 3月）
●「浪速区子育て支援情報誌」2,500 部発行。（21年 3月）

●地域防災リーダーを中心とした地域住民による検討会を開催した。
●災害時における要援護者の支援対策について、①災害発生直後 ②避難行動時 ③避
難所開設時のそれぞれの状況時での支援方法や課題等について検討していただき、
多くの有意義な意見が出された。
●区民自らが地域の状況に照らした課題等を考えることにより、支援の必要性・重要
性などの意識啓発を図ることができた。
●公募による企画提案会を開催し、事業者を決定。（20年 7月）
●放置自転車等の実態調査を実施。（20年 9月）
●「浪速区難波周辺自転車対策協議会」を設立。（20年 11月）
●「浪速区難波周辺自転車対策協議会」を開催。（21年 1・3月）
●関係機関と協力し、区地域安全対策チームが放置自転車の整理整頓を実施。（継続
実施）

●健康に関する情報を紹介する新コーナー「けんこうのまど」の連載を20年 6月から
開始するなど、区民ニーズのある記事を掲載。（継続実施）

●20 年 3月のトップページの変更以降、コンテンツの充実を図るため、掲載内容の更
新や拡充を実施。（継続実施）

●「なにわ人権啓発アクションウィーク市民学習会」を開催。（20年 7月）
●「浪速区関係行政機関等人権問題研修会」を開催。（20年 10月）
●「人・愛・ふれあいプラザ」を開催。（20年 9・11月、21年 2月）
●「たいしょう人権展」を開催。（20年 11月）
●区内中学校下で人権啓発活動を実施。（21年 3月）
●「ナニワ区民まつり」を開催。（20年 9月）
●「区民元気ふれあいコンサート」を開催。（20年 7・10月）
●「ふれあいウォーキングスタンプラリー」を開催。（20年 11月）
●日本橋地区での「住民懇談会」を開催。（20年 7月）
●地域福祉アクションプラン推進フロンティア事業への応募。（20年 7月）
●恵美・新世界地区での「住民懇談会」を開催。（21年 3月）
●大国地区での「住民懇談会」を開催。（21年 3月）

●区広報紙なでしこ・区ホームページに広告枠を設け、掲載広告を募集し、年度予算
の収入額を確保。（継続実施）
●なでしこ・ホームページ以外の広告媒体を検討。（継続実施）
●区広報紙なでしこ・区ホームページへの掲載、区役所内で掲示物等により金曜日の
窓口延長、日曜開庁を周知。（継続実施）
●金曜日の窓口延長、第 4及び年度当初・年度末の日曜開庁を実施。

●区民自らの手で落書きを消去することで、まちの美化全体
への推進、自分のまちは自分で守るという機運の維持高
揚につながった。
●区民に広く認知されてきており、また、浪速区における「人」
のネットワークが広がりを見せている。
●今後も引き続きの実施を期待されている。
●3区のわがまち会議メンバーのつながりができた。
●他区の情報交換ができ、それぞれのまちづくりに大いに役
立つと思われる。
●浪速区で初めて実施した子育て支援事業であるが、「子育
てつどいのひろば」の利用者も多く、好評である。「子育て
講座」は参加希望者が多く、抽選を行うことになったほか、
「親子フェスタ」も多数の参加者があった。「なにわっ子ネッ
ト」の発行も順調に進んでおり、「子育て支援情報誌」も
今後いろいろな場で活用できる内容であるなど、すべての
事業が予定どおり実施ができ、かつ目標を達成することが
できた。
●事業を実施した結果、要援護者の把握に向けた地域の自
主的な取り組みが計画されるなど、支援体制の整備・構
築に向け一定の効果があったと考えている。

●官・公・民協働で「難波周辺自転車対策協議会」を立ち
上げ、具体的に動き出した。活動の継続実施が肝要。

●区民ニーズの把握に努め、「ご存じですか区のすがた」など
新コーナーの設置に努めたことが功を奏し、紙面が刷新
され、読みやすく見やすい編集ができた。
●トップページの構成が全区統一となったため、トピックス
の更新など興味を引く記事の掲載に努めた。
●今後、掲載内容の一層の充実・拡充を図る。
●「なにわ人権啓発アクションウィーク」については、重点事
業である「落書き一掃だデー」と連携することにより、参
加者数も増加し、広がりができた。

●区民に定着しており毎回多くの参加者で盛況である。

●人のつながりづくりを目指して、19年度より３年計画で住
民懇談会を実施しており、20年度末で10連合町会のう
ち6連合町会で実施した。また、フロンティア事業に応募
し、採択され補助金の交付を受けた。

●積極的な営業活動の展開が必要である。

●区役所窓口の金曜日時間延長、第４日曜開庁について、
かなり区民に認知されてきているが、利用は低調であるこ
とから、さらに周知を行うとともに、引き続き費用対効果
を検証する。

Ⅱ　区民のみなさん主体のまちづくりをめざして

Ⅲ　区民のみなさんのための区役所をめざして

自己評価の全文は、浪速区ホームページに掲載していますのでご覧ください。
　浪速区取組み方針に対するみなさんのご意見､ご提案はこちらにお寄せください｡　⇒総合企画担当（6階62番）  ☎6647‒9787  　6633-8270


